
六条大麦「カシマゴール」の出芽期、茎立ち期、出穂期、成熟期予測法 

［要約］ 
六条大麦「カシマゴール」において、出芽期は播種日からの積算温度、茎立ち期は播

種日、出芽期からの積算温度あるいは主稈長、出穂期は主稈幼穂長および測定日までの

積算温度、成熟期は出穂期からの積算温度または出穂後日数から予測できる。 
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１．背景・ねらい 

  麦類の高品質安定生産には、生育ステージに応じた適正な栽培管理が重要となるが、

六条大麦「カシマゴール」については、生育予測手法が確立されていない。 

そこで、麦踏みの晩限である茎立ち期、追肥および赤かび病の適期防除に必要

な出穂期、適期収穫のための成熟期等の生育予測技術を開発する。 

 

２．成果の内容・特徴  

  １）播種日から調査前日までの日平均気温（0℃以上）の和と、主稈長（1 ㎜以上）の常

用対数との間には、有意な正の相関がある。回帰式から、主稈長が 20 ㎜となる茎立ち

期は、播種後の積算温度で 662.0℃となる日であり、播種日からの日平均気温を積算

することで簡易に予測できる（図 1）。 

 ２）出芽期から調査前日までの日平均気温（0℃以上）の和と、主稈長（1 ㎜以上）の常

用対数との間には、有意な正の相関がある。回帰式から、茎立ち期は出芽後の積算温

度で 556.3℃となる日であり、出芽期からの日平均気温を積算することで簡易に予測

できる（図 1）。なお、主稈長を測定し、茎立ち期までに必要な残りの積算温度を算出

することで、より精度の高い茎立ち期予測が可能である。実際の予測には、表計算ソ

フト用ファイルが利用できる（図 4）。 

３）１）２）より、播種日から出芽期までに必要な積算温度は 105.8℃と推定される。 

  ４）主稈幼穂長（1 ㎜以上）の常用対数と、調査翌日～出穂期（有効茎の 40～50％が出

穂した日）の日平均気温（0℃以上）の和との間には有意な負の相関がある（図 2）。

回帰式から、出穂期までに必要な残りの積算温度を算出することで、出穂期を予測で

きる。実際の予測には、表計算ソフト用ファイルが利用できる（図 4）。 

５）出穂期から成熟期までの日平均気温の和は 720.2℃であり、出穂期からの日平均気

温を積算することで簡易に予測できる。なお、出穂後日数では 44 日である（図 3）。 

 

３．成果の活用面・留意点 

１）出芽期・茎立ち期の予測には、龍ケ崎市（中粗粒灰色低地土転換畑）11 月 4～24 日

播種、水戸市（表層腐植質黒ボク土畑）11 月 5～7 日播種データを用いている。 

  ２）予測には、１）に加えて 10 月下～12 月中旬播種データを用いている。 

３）日平均気温は、気象庁発表によるアメダスデータ（龍ケ崎市、水戸市）を用いた。 

４）主稈長・主稈幼穂長は、圃場内で生育が中庸な 10 株程度について測定し、平均値

を使用する。 

５）栽培場所がアメダス観測地点から遠い、極端な早播きや晩播・深播き、湿害・病虫

害等により生育に異常が認められる場合には、予測精度が劣る可能性がある。 

６）表計算ソフト用ファイルは県内主要品種に対応しており、農業研究所ホームページ

から入手できる。 



４．具体的データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．試験課題名・試験期間・担当研究室 

主要作物の生育診断・平成 22～平成 25 年度・水田利用研究室、作物研究室 

奨励品種決定調査・平成 19～平成 25 年度・水田利用研究室、作物研究室 

麦茶用六条大麦「カシマゴール」の高品質安定栽培技術の開発・平成 23～平成 25 年度・

水田利用研究室、作物研究室 

図４ 茎立ち期・出穂期予測のための表計算ソフト用ファイル操作画面（図は茎立ち期予測用） 

①品種を選択  ②地点を選択  

③調査日を選択  

④主稈長・幼穂長を入力  

⑤気象経過  
（平年比）を選択  

⑥計算を実行↓ 

⑦結果が表示される↑ 

気温データに実測値を反映できる 

（初期値はアメダス平年値） 

30

40

50

60

70

80

90

100

300

400

500

600

700

800

900

1000

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

日
数
（
日
）

積
算
温
度
（
℃
）

播種年

龍ケ崎積算 水戸積算

龍ケ崎日数 水戸日数

図３ 「カシマゴール」における出穂期～成熟期の積算温度及び日数（H19～25年度）
※積算温度は日平均気温の和，各平均値は遅れ穂・倒伏多発データを除いたものとした。

図中×印（青）は10月播種，×印（赤）は12月播種を示す。
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図 1 播種・出芽後積算温度と主稈長の関係(H22～25 年度) 
※積算温度は播種日・出芽期～調査前日の 0℃以上となる日平均 

気温の和，主稈長は 1 ㎜以上とした。 

図 2 主稈幼穂長と出穂期までの積算温度の関係 

(H22～25 年度) 
※積算温度は調査翌日～出穂期までの 0℃以上となる日平 

均気温の和，主稈幼穂長は 1 ㎜以上とした。 

※図中×印(青)は 10 月播種，×印(赤)は 12 月播種を示す。 


